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『
彼
　
　
岸
』

　
　
「
暑
い
寒
い
も
彼
岸
ま
で
」
と
い

わ
れ
る
こ
の
彼
岸
は
、
元
来
仏
教
上

の
こ
と
ぱ
で
、
生
死
の
世
界
を
此
岸

と
し
、
ね
は
ん
（
浬
藥
）
の
世
界
を

彼
岸
と
し
、
ぽ
さ
つ
（
さ
と
り
の
境

界
に
住
む
も
の
）
を
舟
と
し
て
、
こ

の
舟
に
の
っ
て
、
ぽ
ん
悩
の
此
岸
を

は
な
れ
て
ね
は
ん
の
世
界
に
い
た
る

こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
季
節
に
合
わ
せ
て
、
仏
事

に
用
い
、
春
分
、
秋
分
の
日
を
中
日

と
い
い
、
前
三
日
に
入
り
（
中
日
が

二
十
一
日
の
場
合
は
十
八
日
）
、
後

三
日
に
あ
け
、
合
わ
せ
て
七
日
間
を

も
っ
ぱ
り
仏
事
に
用
い
、
こ
の
閲
の

法
要
を
彼
岸
会
（
ひ
が
ん
え
）
な
ど

と
い
う
。

◎
牡
丹
餅
の
厩
夜
を
分
つ
彼
岸
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
規

◎
冴
え
返
り
く
つ
＼
春
半
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
雲

ム
■
マ

市
民
所
得
の
向
上
な
推
進

行豪
政雪
規対
模策

との

拡交
大通

十
日
町
市
の
昭
和
三
十
七
年
度
の
予
算
を
審
議
す
る
第
一
回
定
例
市
議
会
は
去
る
九
日
か
ら
開
か
れ
、
三
十

日
ま
で
の
二
十
二
日
聞
の
日
程
で
開
会
中
で
連
日
慎
重
な
審
議
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
議
に
上
程
さ

れ
た
議
案
は
昭
和
三
十
七
年
度
一
般
会
計
才
入
才
出
予
算
を
は
じ
め
特
別
会
計
才
入
才
出
予
算
並
び
に
十
日

町
市
火
災
予
防
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
、
社
会
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
な
ど
三
十
六
議
案
に
の
ぼ
り
ま
し
た
が
、
会
期
五
日
目
の
十
三
日
村
山
市
長
は
豪
雪
対
策
、
交
通
整

備
、
行
政
規
模
の
拡
大
の
三
点
を
目
標
に
あ
げ
て
甫
の
発
展
に
努
力
す
る
と
強
調
し
、
大
要
を
つ
ぎ
の
と
お

り
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
施
政
方
針
要
旨

　
市
制
施
行
以
来
九
年
目
を
迎
え
、

こ
の
間
市
会
議
員
は
じ
め
市
民
各
位

の
努
力
に
よ
り
、
市
の
産
業
、
経
済

は
織
物
を
中
心
に
益
々
発
展
し
つ
つ

あ
り
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

月
臨
時
国
会
に
お
い
て
は
災
害
基
本

法
の
成
立
を
促
し
、
又
超
党
派
的
に

成
立
い
た
し
ま
し
た
。
　
「
積
雪
寒
冷

特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
変
通
の
確

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
つ
い

て
は
従
来
な
か
っ
た
流
解
溝
を
補
助

対
象
に
加
え
更
に
補
助
率
に
つ
い
て

村山市長

　
昨
年
の
状
況
を
数
字
的
に
み
る
と
は
三
分
の
二
以
内
と
規
定
さ
れ
て

織
物
が
約
六
十
億
円
の
生
産
額
を
あ
い
た
の
を
明
臼
に
三
分
の
二
と
規
定

げ
た
の
を
は
じ
め
、
米
の
供
出
量
で
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
政
党
間
に
お
い

は
一
割
八
分
の
増
を
示
し
た
ほ
か
・
　
て
も
自
民
、
社
会
両
党
と
も
霧
害
対

公
共
事
業
の
大
巾
な
導
入
に
よ
り
購

買
力
も
三
割
増
と
の
び
、
そ
の
ほ
か

勤
労
所
得
の
上
昇
等
全
般
的
に
市
民

所
得
が
向
上
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
国
民
所
得
に
比
べ
ま
だ
低
い
水
準

に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
而
民

所
得
向
上
の
た
め
施
策
を
進
め
た

い
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
十
日
町
市
の
’

発
展
を
期
す
た
め
に
は
豪
雪
と
変
通
．

問
題
を
克
服
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
次
に
そ
の
対
策
で
あ
り
ま
す
が

先
づ

第
一
に
豪
雪
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
被
害
が
特
定
の
地
域
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
采
継
続
し

て
政
治
運
動
を
し
て
お
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
す
、
あ
ま
り
効
果
が
あ
が
ら

す
、
全
国
的
に
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
．

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
昨
年
の
冬
、
中
越
を
中
心
に
…

新
潟
県
下
を
襲
っ
た
豪
雪
に
よ
り
、

漸
く
認
識
が
高
ま
り
、
昨
年
の
十
一
．

　
策
特
別
委
員
会
を
組
織
し
、
そ
れ

　
ぞ
れ
雪
害
対
策
要
綱
を
決
定
し
て

　
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
叉
県

　
に
お
き
ま
し
て
は
、
県
会
議
員
を

中
心
に
「
豪
．
雪
地
帯
振
興
対
策
協
議

会
」
を
設
け
そ
れ
ぐ
そ
の
対
策
に

努
力
中
で
あ
り
ま
す
が
、
二
月
県
議

会
に
お
き
ま
し
て
は
「
会
計
年
度
を

歴
年
制
に
改
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う

決
議
書
を
衆
参
両
院
に
提
出
し
て
お

り
ま
す
こ
と
は
、
豪
聾
地
帯
の
特
殊

性
を
訴
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
国
県
を
通
じ
、
豪
雪
に
対

す
る
認
識
が
新
た
に
な
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
わ
れ
く
が
後
進
性
を

碗
服
す
る
施
策
の
上
に
お
い
て
大
き
，

な
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
と
期
待
を
持

っ
て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
後

更
に
関
係
市
町
村
と
密
接
な
連
絡
の

も
と
に
、
資
料
を
整
え
、
雪
害
対
策

の
関
係
立
法
を
促
進
す
る
た
め
に
努

力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
は
交
通
問
題
で
あ
り
ま
す

十
日
町
の
よ
う
な
変
通
不
便
な
土
地
一

に
織
物
が
六
十
数
億
円
も
生
産
さ
れ

＼

【
写
真
は
市
議
会
会
場
】

整
備

も

る
こ
と
は
、
日
本
の
驚
異
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外

で
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
産
業
、
経

済
、
文
化
、
行
政
あ
ら
ゆ
る
面
に
お

い
て
、
そ
の
根
幹
と
な
る
も
の
は
交

通
で
あ
り
ま
す
。
十
日
町
市
の
現
状

は
ど
う
か
、
鉄
道
は
ロ
ー
カ
ル
線
飯

山
線
が
走
り
、
道
路
は
二
級
国
道
長

野
－
小
千
谷
線
と
そ
れ
に
連
な
る
数

本
の
県
道
が
交
鯖
し
て
い
る
だ
け
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
変
通
不
便
の
打
開

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
毎
年
聞
き

あ
き
る
ほ
ど
説
い
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
年
は
漸
く
明
る
い
方
向
に
道

が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
、
市
長
就
任
以
来
沿

線
、
市
町
村
長
の
協
力
を
得
て
、
叉

関
係
機
関
の
ご
援
助
に
よ
り
ま
し
て

多
年
運
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た

圃
江
津
－
十
日
町
線
、
十
日
町
ー
六

日
町
線
の
両
主
要
地
方
道
の
二
級
国

道
編
入
が
や
が
て
近
い
う
ち
に
発
表

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
一
年
七
月
、

七
路
線
が
地
方
道
か
ら
二
級
国
道
に

『
昇
格
が
認
め
ら
れ
て
以
来
の
大
規
模

の
も
の
で
、
二
級
国
道
か
ら
一
級
国

道
に
昇
格
を
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は

百
三
十
本
申
請
の
う
ち
三
十
一
本
を

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
二
級
国
道
に
な
り
ま
す
と
ど
う
な

る
か
と
甲
し
ま
す
と
、
国
は
昨
年
策

定
し
た
新
道
路
整
備
五
ヵ
年
計
画
に

よ
っ
て
一
級
国
道
は
昭
和
四
十
年
に

全
路
線
を
改
良
舗
装
し
、
二
級
国
道

は
四
十
五
年
に
全
路
線
を
改
良
舗
装

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
の
大
規
模
の
昇
格
に
よ
り
ま
し

て
、
新
道
路
整
備
五
ヵ
年
計
圓
も
再

度
改
定
を
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

改
定
の
際
に
は
特
に
十
日
町
ー
六
日

町
間
、
十
日
町
－
小
千
谷
間
は
無
条

件
に
無
雪
道
路
と
な
る
た
め
、
全
力

を
つ
く
し
て
計
圃
に
入
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

　
第
二
の
明
る
い
面
は
、
こ
れ
も
数

十
年
来
の
上
越
、
魚
沼
の
悲
願
で
あ

り
ま
し
た
上
越
西
線
施
毅
の
件
で
あ

｝り
ま
す
が
、
す
で
に
ご
承
知
の
よ
う

に
本
年
二
月
十
二
日
多
年
南
線
、
北

一
線
に
別
れ
て
相
争
っ
て
お
り
ま
し
た

一
関
係
市
町
村
長
及
び
議
会
議
長
が
田

中
彰
治
代
議
士
の
事
務
所
に
全
員
集

ま
り
ま
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
み
な
様

に
了
解
を
得
て
お
き
ま
し
た
と
お
り

一国
鉄
技
術
陣
に
一
任
す
る
誓
約
書
に

調
印
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
本
年
は

恐
ら
く
予
定
線
に
入
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
、
努
力
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
十
日
町
よ
り
六
日
町
ま
で
の

道
路
改
良
と
上
越
西
線
の
敷
設
が
実

現
し
、
加
え
て
新
潟
よ
り
名
古
屋
へ

の
最
短
線
で
あ
り
ま
す
飯
山
線
の
改

善
が
期
せ
ら
れ
る
な
ら
ぱ
、
十
日
町

市
の
将
来
は
決
し
て
悲
観
す
る
必
要

は
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

第
三
は
行
政
規
模
の
拡
大
の

必
要
性
で
あ
り
ま
す
。
現
在
全
国

に
五
百
五
十
六
の
市
が
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
大
阪
、
京
都
、
名
古

屋
、
横
浜
、
神
戸
の
五
大
市
を
除
い

て
も
、
市
の
全
国
平
均
入
口
は
七
方

五
千
六
百
人
に
な
り
、
十
日
町
市
の

人
口
は
四
万
二
千
二
百
人
で
、
平
均

人
口
の
約
半
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。
乙

承
知
の
よ
う
に
八
口
規
模
が
行
政
力

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
根
幹

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
政
府
に
お
い

て
も
東
京
マ
ン
モ
ス
都
市
へ
の
人
口

流
入
阻
止
と
地
域
格
差
の
是
正
の
た

め
、
新
産
業
都
市
育
成
に
乗
り
出
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
自
治
省
に
お
い
て
は
、

地
方
開
発
基
幹
都
市
建
設
促
進
法
の

制
定
を
急
ぎ
、
す
で
に
県
内
に
お
い

て
も
新
潟
地
区
百
万
都
市
、
長
岡
地

区
五
十
万
都
市
、
直
江
津
地
区
三
十

万
都
市
が
候
補
指
定
に
な
っ
て
お
り

濠
す
。
残
念
な
が
ら
十
日
町
市
は
ど

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
地
理
的
に
入
る
こ

と
が
難
か
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
十
日
町
市
を
中
心
と
し
た
独
自

の
都
市
振
興
計
画
を
樹
立
し
て
、
他

地
区
に
遅
れ
を
と
ら
ぬ
よ
う
今
か
ら

準
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
幸
い
昨
年
の
臨
時
国
会
に
お
い
て

低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
法
が
成

立
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
十
日
町
地

区
を
低
開
発
地
域
工
業
開
発
地
区
に

指
定
を
申
請
い
た
し
ま
し
て
、
工
業

誘
置
等
を
促
し
、
経
済
的
格
差
を
縮

少
し
．
後
進
性
の
脱
却
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
当
市
の
自
然
的
条
件

の
中
か
ら
一
つ
一
つ
悪
条
件
を
克
服

い
た
し
ま
し
て
今
後
と
も
市
民
生
活

向
上
の
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
、
努

力
す
る
こ
ど
を
新
年
度
に
あ
た
り
お

誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
三
十
七
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は

編
成
の
基
本
方
針
に
則
り
重
点
的
に

施
策
を
進
め
る
た
め
に
公
共
施
設
の

完
傭
、
特
に
小
学
校
、
厚
生
体
育
舘

保
青
所
、
輸
出
織
物
研
究
所
等
、
着

着
施
設
の
近
代
化
を
進
め
て
い
る
。

　
才
出
の
面
で
は
最
少
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
投
資
的
亭

業
を
増
大
す
る
よ
う
編
成
し
た
。

一
番
目
に
三
十
六
年
度
の
継
続
事

業
を
本
年
度
に
完
成
す
る
。
十
日
町

小
学
校
や
消
防
庁
舎
等
で
あ
る
。

二
番
目
に
産
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
で
あ
る
。
地
元
主
要
産
業
で
あ
る
『
四
番
目
は
市
民
生
活
の
向
上
で
あ
『

織
物
は
も
ち
ろ
ん
「
曲
り
角
に
き
た

と
い
わ
れ
る
農
業
」
に
つ
い
て
も
そ

れ
ぐ
近
代
化
を
推
進
す
る
。

る
。
生
活
保
護
、
児
童
福
祉
、
失
業

対
策
等
に
そ
れ
ぐ
力
を
入
れ
、
教

育
費
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
予
算

難鱗欝

購
灘
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
の
解
決
を
図
り
た
レ
。

レ

一
一
級
国
道
に
昇
格
が
内
定

　
　
　
　
直
江
津
ー
十
日
町
－
⊥
ハ
日
町
線

　
懸
案
の
主
要
地
方
道
、
直
江
演
ー

十
日
町
ー
六
日
町
線
が
二
級
国
道
に

昇
格
編
入
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
ほ

ど
建
設
省
で
内
定
し
た
と
十
三
日
田

性質別分析表

額総繰III

四
億
一
千
三
百
万
円

投
資
的
事
業
に

一
億
五
千
万
円

　
十
三
日
の
定
例
市
議
会
に
上
程
さ

れ
た
、
三
十
七
年
度
十
日
町
市
一
般

会
計
才
入
才
出
予
算
額
は
四
億
一
千

三
百
八
十
六
万
三
千
八
百
円
に
の
ぼ

り
、
前
年
度
の
三
億
四
千
百
五
十
四

万
九
千
八
百
円
に
比
べ
て
七
千
二
百

三
十
一
万
四
千
円
も
多
く
な
っ
て
、

予
算
規
模
は
ぐ
っ
と
ふ
く
れ
上
り
ま

し
た
。

一
三
粍
年
肇
算
の
内
陰
み
ま
す

一と
男
図
の
と
お
り
で
す
カ
、
才
出
の

面
で
主
な
も
の
を
前
年
度
に
比
ぺ
ま

川
治
地
内
な
ど
七
千
六
百
万
円

三
十
七
年
度
国
県
の
公
共
事
業
内
定

　
昭
和
三
十
七
年
度
の
国
、
県
の
公

共
事
業
は
現
在
、
国
会
及
び
県
会
に

㎜
お
い
て
審
議
中
で
あ
り
ま
す
が
、
地

…
元
選
出
代
議
士
を
通
じ
ま
し
て
現
在

ま
で
に
内
定
し
ま
し
た
国
、
県
の
公

共
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま

一
す
。
な
お
ま
だ
内
定
し
な
い
箇
所
に

｛
つ
い
て
も
村
山
市
長
は
関
係
機
関
を

通
じ
最
後
の
運
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
。脚

、
国
道
関
係

▽
川
治
地
内
国
道
改
良

　
　
　
　
　
　
　
二
千
七
百
万
円

▽
下
条
地
内
国
道
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
万
円

▽
下
条
地
内
国
道
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
百
万
円

▽
中
条
地
内
国
道
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
万
円

▽
本
町
通
り
舗
装
補
修

　
　
　
　
　
　
　
三
百
五
十
万
円

閣
一
、
県
道
関
係

▽
八
箇
地
内
県
道
改
良

　
　
　
　
　
　
　
三
百
九
十
万
円

▽
名
ヵ
山
、
樽
沢
地
内
県
道
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
万
円

▽
六
箇
地
内
道
路
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
万
円

一
▽
駅
通
り
舗
装
補
修

｝
　
　
　
吾
万
円

夏
璽
橋

一
　
　
天
喜
円

す
と
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
教
育

費
の
増
加
が
最
も
多
く
一
億
二
千
三

百
二
十
八
万
六
千
二
百
円
、
次
い
で

土
木
費
の
三
千
二
百
四
十
六
万
一
千

八
百
円
、
市
役
所
費
七
千
九
十
四
万

四
千
二
百
円
、
保
健
衛
生
費
一
千
六

百
二
十
六
万
九
千
六
百
円
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
予
算
額
の
占
め
る
割
合
を

み
ま
す
と
、
教
青
費
が
二
十
九
・
八

％
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
市
役
所
費

の
十
七
・
一
％
、
社
会
及
び
労
働
施

設
費
十
二
・
九
％
、
産
業
経
済
費
十

一
・
六
％
、
土
木
費
七
・
八
％
で
あ

り
ま
す
。
又
予
算
の
性
質
別
分
．
析
で

は
投
資
的
建
設
事
業
費
は
一
億
五
千

二
百
九
十
六
万
四
千
円
で
前
年
度
よ

り
四
・
八
％
増
で
才
出
合
計
の
三
十

七
％
を
西
の
て
い
ま
す
。
一
方
こ
れ

に
対
す
る
人
件
費
、
物
件
費
な
ど
は

二
億
六
千
九
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
投
資
的
経
済
の
主
な
も
の

を
拾
っ
て
み
ま
す
と

▽
消
防
庁
舎
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
二
万
円

▽
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
　
一
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
八
＋
万
円

▽
都
市
計
画
奮
業

　
　
　
　
　
　
　
九
百
七
†
八
万
円

▽
十
日
町
小
学
校
建
輿

　
　
　
　
　
　
　
六
千
六
百
万
円

▽
新
座
三
ツ
山
分
校
建
築

　
　
　
　
　
　
五
百
六
十
二
万
円

▽
失
業
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
八
百
九
十
八
万
円

▽
災
書
復
旧

　
　
　
一
千
一
百
六
十
二
万
二
千
円

刺
子
手
袋
を
寄
贈

　
　
　
　
宮
下
町
の
有
志
が

　
去
る
二
日
夜
の
滝
文
撚
糸
工
場
の

火
事
で
消
火
に
活
躍
し
た
消
防
署
員

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
あ
わ
せ
て
今
後
の

消
防
活
動
の
お
役
に
と
、
市
内
宮
下

町
有
志
（
八
名
）
が
こ
の
ほ
ど
刺
子

（
さ
し
こ
）
手
袋
を
三
十
組
寄
贈
し

て
き
ま
し
た
。
寄
贈
者
氏
名

飯
塚
芳
夫
、
三
宅
貞
蔵
、
青
木
竹
治

俵
山
隆
、
中
沢
四
郎
、
湯
沢
鉄
男
、

樋
口
春
生
、
小
野
塚
仁
一
郎
。

中
彰
治
代
議
士
か
ら
村
山
市
長
に
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
線
の
国
道
編
入
へ
の
運
動
は
数

年
前
か
ら
関
係
市
長
村
で
二
級
国
道

編
入
促
進
期
成
同
盟
会
を
結
成
、
猛

運
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
完
全
舗
装
と
無
雪
道
路
が

近
い
将
来
に
実
現
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
保
の
赤
字

を
克
服

　
　
　
　
37
年
度
特
別
会
計

　
特
別
会
計
に
お
い
て
は
国
保
会
計

へ
一
般
会
計
か
ら
四
百
万
円
の
繰
出

し
を
致
し
、
近
く
歯
科
補
綴
の
保
険

給
付
な
と
を
実
現
し
て
ゆ
き
た
い
。

診
療
所
特
別
会
計
は
現
在
五
百
万
円

の
赤
字
で
あ
る
が
百
万
円
の
一
般
会

計
か
ら
繰
出
し
、
運
営
の
合
理
化
な

凝
踏
齢
簾
蝦
臨
譲
製

計
画
を
実
施
中
で
あ
る
が
、
千
二
亘

万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
の
で
独

立
採
算
の
た
て
ま
え
を
理
想
と
し
て

三
十
円
の
値
上
り
で
本
年
平
均
十
三

％
上
げ
た
い
。
赤
字
を
出
さ
な
い
た

め
に
は
三
百
円
の
徴
収
が
ど
う
し
て

も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
吉
田
の
小

泉
、
山
谷
の
簡
易
水
道
が
本
年
度
実

現
す
る
予
定
で
あ
る
。

農
山
漁
村
住
宅
の
申
込
み

希
望
者
に
貸
付
F

　
住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
農
山
漁
村

住
宅
建
設
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
の

申
し
込
み
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
。

一
、
貸
付
を
う
け
る
こ
と
の
で
き
る

者イ
、
農
業
、
林
業
契
は
漁
業
を
主
な

職
業
と
す
る
者

ロ
、
生
活
改
善
に
十
分
な
理
解
を
有

す
る
者

ハ
、
借
入
申
し
込
み
に
必
．
要
な
次
の

　
条
件
を
具
備
す
る
者

◎
老
朽
住
宅
等
で
建
替
す
る
か
叉
は

　
分
家
な
ど
を
す
る
た
め
あ
ら
た
に

　
住
宅
を
建
設
す
る
場
合

◎
自
己
の
負
損
す
べ
き
（
頭
金
）
の

　
調
達
見
込
の
あ
る
者

◎
借
入
金
の
償
還
見
込
が
確
実
で
あ

　
る
者

◎
自
ら
居
住
す
る
も
の
で
同
居
家
族

一
◎
籔
鷲
ギ
入
の
あ

　
る
連
帯
保
証
人
を
有
す
る
者

二
、
貸
付
す
る
住
宅
の
規
模
及
び
構

一
◎
欝
奪
－
箋
分
の

護
鐸
延
蟹
う
）
が
非
住

　
宅
部
分
の
床
．
面
積
よ
り
も
大
き
く

　
か
つ
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
三
十

一
　
平
方
材
（
約
九
坪
）
か
ら
百
平
万

斎
（
約
三
＋
坪
）
以
み
大
き
さ

一
　
で
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

｝
◎
構
造
に
つ
い
て
1
木
造
叉
は
簡

　
易
耐
火
構
造
（
通
称
ブ
ロ
ッ
ク

　
造
）
も
し
く
は
耐
火
構
造
（
鉄
筋

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
等
で
あ
り
ま

　
す
。

　
尚
、
貸
付
金
の
限
度
及
び
償
還
方

蒲
競
黎
憾
所
建
設
課

ρ
一
一
爾
一
一
禦
一
一
3
一
一
暉
一
層
一
一
一
輔
一
一
疇
■
噌
3
＝
一
一
冒
一
1
一
雷
一
一
一
■
3
0
一
一
騨
＝
噌
卿
剛
■
■
一
一
一
一
一
露
一
一
一
9
鱒
一
9
一
肩
鱒
一
曹
一
葡
騨
一
一
臼
纈
一
＝
一
〇
一
一
一
冒
■
0
一
一
讐
一
層
輪
盟
置
轟
■
一
遍
騨
一
簡
一
一
一
膨
B
一
鎧
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li　　纒騨繍羅．　室野聴局が
葦i　　　　雛麹　　　醐．　　　　　　松代局に合併
……　　　　、　　　騨騰
……　　　　　　　　，・．　　　　　　します

i　i　　　　　　　　　　　慰　．，　　豫、　　　　3月11日から東頸城郡

≡≡　　　　　　　　　　　．・　　．、．、　　　　室野局電話が松代局に
ヨ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ヤ　ちヂ　モドロ

≡≡　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　合併し、松代一軍野間

≡≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　は市内通話になります
≡≡　●　室野局電話番号は一般的には現在の番号に500番がプラスされ

≡≡　　　共同乙には5000番がプラスされます
≡曇　●　松代局の現在の多数共同と混同するものが生じましたのでそ

…≡　　　れには7000番がプラスされます
…垂　　●　市外通話料は室野局区内でもすべて松代局と同一料金になり

…≡　　　ます

r『〒　る15”1”“61111”III””8”181”3IIl”1””81””“”II””810””1”“””””lI”Ii”6””1“”””III”刷mI』1鵬”“1曇1”1”“””1”“一5量IIIII””””15”1：Ii重1“

　鑑“1ε”IIII”1鴫”1ε1匹”1””Il“1酷”11“1111111髄””11”1”“一1””1“”””””III書”1””1”岡』O川

1　正しい申告を
　…　　　期限は　3月20日です

　…市民税、県民税の申告は

　…　　　　　　　市役所税務課へ

　曇事業税の申告は

　1　　　　　十日町財務事務所へ

　　、“川“Il“Irll””IBロlI6”1川“”lmIl“II“』1”“”9”1”1“IlII“101””川IIII”mI川II”“II

1”1””“1”“”1“匹1“川1”lIlgl”””IIIIロ“川11”II”ロIlllIII”IIllII”1”ml川II“””1

　青色申告を

　　　　　始める方々へ

今年から新しく青色申告をしようとす

る方は9月14日までに　「青色申告承認

申請書」を税務署へ提出することにな

っています。これらの手続きをしませ

んと、せっかく記帳されても青色申告

の取り扱いを受けられないことになり

ます。備付ける帳簿はすくなくとも現

金出納帳、売掛帳、買掛帳、経費帳、

固定資産台帳の5つがぜひ必要です。

「青色申告承認申請書」の用紙は税務署

にありますのでおわかりにならない点

税は務署へどうぞご相談下さい。

illlllmllI51“ll“0911m“lmImllII9”“川”“lllIIIIllIll“lllml川”II”li“”””ll『1

る
一
＝
＝
一
一
＝
一
－
一
＝
＝
一
昌
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
胃
＝
＝
一
一
一
一
－
－
昌
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
冒
＝
一
配

㎜
昭
和
三
十
七
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
糊
聖
祉
国
家
試
験
講
習
会

　
●
会
　
　
期
…
…
昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硬
四
月
一
日
（
日
）
の
四
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
会
場
…
…
県
立
長
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
書
舘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
会
費
…
…
一
般
九
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
学
生
八
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
申
込
期
限
…
…
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
六
日
（
月
）
ま
で

　
●
申
込
先
…
－
長
野
市
岡
田
区
一
八
一
番
地
県
立
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
工
業
高
校
内
日
本
測
量
協
会
受
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会
係

“
…
…
…
…
≡
…
晒
一
…
…
≡
…
…
”
≡
甲
…
…
一
…
≡
≡
－
≡
P
＝
＝
一
≡
三
…
≡
…
一
…
≡
…
一
…
一
…
…
一
≡
…
≡
…
一
㌦
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陛
…
…
…
…
一
一
…
…
一
…
…
一
…
…
一
…
…
一
…
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
『
…
…
…
…
…
一
一
…
…
…
…
一
…
…
…
…
辰

㎜
糠
農
業
改
良
版
　
㎜

藝
…
…
一
…
…
一
…
…
…
…
一
一
≡
…
…
…
＝
一
一
…
≡
…
一
…
一
…
…
一
…
…
一
…
…
…
≡
…
一
…
…
＝
…
…
一
…
…
…
一
…
頴

榮
養
の
均
衡

一
、
豚
の
増
体
と
飼
料
費
の
間
題

　
豚
の
生
産
費
の
七
〇
％
は
飼
料
費

で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
濃
厚
飼
料
で

あ
り
、
さ
ら
に
大
部
分
を
購
入
し
て

い
る
現
状
で
は
飼
料
費
を
ど
う
し
て

下
げ
る
か
、
ま
た
与
え
た
飼
料
を
ど

う
し
て
肉
と
し
て
効
果
的
に
作
用
さ

せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
カ
ギ

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
発
育
の
度
合
い
や
増
体
は
与
え
た

飼
料
の
質
や
、
月
齢
に
よ
っ
て
ち
が

う
よ
う
で
す
。
一
キ
ロ
増
体
に
必
要

な
飼
料
量
を
利
用
期
別
に
見
る
と
第

一
豪
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

適
正
に
配
合
し
た
一
キ
ロ
ニ
七
・
七

円
の
飼
料
を
四
キ
ロ
与
え
て
一
キ
ロ

の
増
体
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
枝
肉

一
キ
ロ
当
り
の
飼
料
費
は
一
七
〇
円

そ
の
生
産
費
は
二
六
一
円
と
な
り
現

在
の
肉
豚
価
格
で
は
引
き
あ
わ
な
く

第1図乳牛の妊娠から分娩まてのえさ給与

ヘ
ラ
1
飼
い

’
一

‘

努
力

春
先
き
の
家
畜
管
理

一
な
り
ま
す
o
枝
肉
市
価
の
高
低
に
よ

一
り
電
料
の
自
給
率
を
上
げ
な
け
れ
ば

秀
な
い
わ
け
至

一
　
と
こ
ろ
で
春
先
き
出
荷
の
豚
は
、
、

｝
出
荷
の
旺
盛
な
時
期
に
ぶ
つ
か
り
、

『
価
毯
低
蓼
み
で
す
毬
出
荷

霧
罐
懸
響

一
を
定
量
よ
り
二
〇
～
三
〇
％
減
ら
し

一
青
刈
麦
を
与
え
て
抑
制
飼
育
を
行
う

蓑
歪

一二
、
乳
牛
の
分
娩
前
後
の
管
理

　
妊
娠
す
る
と
食
欲
が
盛
ん
に
な
り

五
～
六
ヵ
月
に
な
る
と
胎
子
も
相
当

発
育
す
る
の
で
飼
料
を
増
飼
い
し
て

栄
養
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
要
領
は
第
一
図
の
通
り
で
す
。
分

娩
前
三
～
四
週
ご
ろ
に
な
る
と
乳
房

炎
や
乳
熱
、
そ
の
他
お
産
に
と
も
な

，
う
故
障
を
防
6
、
た
め
に
濃
厚
飼
料
を

第65号

4
　　　　　　3

1擁
価
割
増

　
農
業
の
生
産
物
が
商
品
化
さ
れ
て

き
ま
す
と
、
そ
の
価
格
の
動
き
が
一

番
心
配
さ
れ
ま
す
。
農
家
の
生
産
物

は
安
い
が
消
費
者
の
手
に
わ
た
る
と

き
は
二
倍
～
三
倍
と
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
中
間
の
マ
ー
ヂ
ン

が
多
い
か
ら
で
す
。
こ
の
間
題
は
い

ま
す
ぐ
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
農

家
の
力
で
県
や
国
を
動
か
し
て
ゆ
く

よ
り
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
面
は

農
産
物
の
経
済
的
な
動
き
を
見
つ
め

て
作
付
や
飼
育
、
販
売
方
法
の
研
究

が
必
要
で
す
。
農
業
経
済
研
究
所
の

発
表
の
、
昭
和
三
十
七
年
度
の
農
産

物
価
格
の
予
想
か
ら
見
て
ど
う
す
れ

ぱ
よ
い
か
を
考
え
て
見
ま
し
よ
う
。

　
う
ま
い
米
は
値
が
上
る

　
米
は
統
制
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ヤ
ミ
米
の
動
き
で
す
。
昨
年
は
全
国

的
に
災
害
が
多
か
っ
た
め
に
米
の
品

質
は
非
常
に
悪
く
、
穂
発
芽
米
の
政

府
買
入
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
が
出

廻
っ
て
い
ま
す
が
一
般
消
費
者
は
こ

れ
を
キ
ラ
っ
て
、
品
質
の
よ
い
米
を

望
ん
で
い
ま
す
の
で
、
上
質
米
の
ヤ

3456789う）　　　　　　娩
交
配

第2図　泌乳と飼料給与

減
ら
し
（
分
娩
当
時
は
一
・
五
キ
ロ

内
外
）
良
好
粗
飼
料
（
良
質
乾
草
）

を
主
体
と
し
た
飼
い
方
に
し
ま
す
。

　
こ
の
飼
い
方
は
、
産
後
の
乳
量
、

脂
肪
率
、
分
娩
後
の
発
情
再
帰
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　
春
先
き
の
分
娩
で
青
茸
期
に
か
＼

る
と
、
最
高
乳
期
が
非
常
に
早
ま
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
分
娩
後
、
最
高

一
乳
期
に
到
達
す
る
ま
で
は
六
〇
日
を

標
準
と
し
ま
す
。
最
近
は
、
こ
れ
が

短
か
く
な
り
、
甚
し
い
の
は
数
日
で

最
高
量
に
な
る
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
傾
向
は
極
め
て
危
険
で
、
単
に
乳

量
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
こ
れ
が

次
期
の
発
情
を
お
く
ら
せ
、
空
胎
を

招
く
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
二

図
は
受
胎
後
飼
料
を
与
え
て
乳
を
出

さ
せ
る
改
善
法
を
示
し
た
も
の
で
す

　
分
娩
直
後
の
乳
量
よ
り
も
、
一
乳

　　　　　5
　　　　　1受
　　　　　1胎
　　　　　8　　　　飼料
　　　　／』。

　　　／　1　’＼
　　／　1　＼＼
　／　　6　　以／　　　1　　乳　　・、
　　　　　1　　　量　　　　’、
　　　　　量
　　　　　一

40　　　 60（第2回発情
（第1回発情）

ミ
米
は
上
向
く
も
の
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
供
米
の
も
の
も
だ
ん
く
と

品
質
格
差
が
出
て
来
る
で
し
よ
う
か

ら
”
米
つ
く
り
”
に
あ
た
っ
て
は
、

品
種
の
選
択
が
非
常
に
大
切
に
な
っ

て
参
り
ま
す
し
乾
燥
方
法
に
注
意
し

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
）
o
昭
和
三
十

六
年
度
米
の
検
査
等
級
で
は
、
中
魚

沼
は
断
然
優
良
で
県
下
一
で
し
た
の

で
こ
の
こ
と
は
今
年
も
是
非
お
願
い

し
ま
す
）

　
食
用
馬
鈴
薯
は
や
》
上
向

　
き
、
澱
粉
用
は
横
ば
い

　
洋
食
が
普
及
さ
れ
る
に
し
た
が
っ

て
馬
鈴
薯
が
ド
ン
ド
ン
食
べ
ら
れ
て

来
ま
し
た
の
で
需
要
は
急
速
に
伸
び

て
い
ま
す
が
、
作
り
易
い
の
で
栽
培

面
横
も
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
食

用
向
け
の
大
粒
の
も
の
は
や
＼
高
い

値
で
売
れ
る
よ
う
で
す
。
栽
培
に
当

っ
て
は
、
大
粒
の
種
を
選
び
、
催
芽

し
て
早
植
え
し
、
疫
病
防
除
を
徹
底

し
て
、
よ
い
も
の
を
売
り
、
悪
い
も

の
は
家
畜
の
飼
料
に
利
用
す
る
の
は

家
畜
の
飼
料
に
利
用
す
る
こ
と
が
賢

分
娩

明
で
す
。

　
大
豆
は
自
由
化
に
よ
っ
て

　
も
上
下
は
少
い

　
昨
年
か
ら
大
豆
は
貿
易
の
自
由
化

に
入
り
ま
し
た
が
、
栽
培
面
積
の
減

少
と
政
府
の
価
格
保
証
制
度
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
し
て
動
か
な

い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
間
の
乳
量
、
さ
ら
に
繁
殖
障
害
を

除
い
て
、
乳
牛
一
生
の
乳
量
を
期
待

す
ぺ
き
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

三
、
仕
上
げ
、
導
入
期
の
肥
育
牛

　
肥
育
牛
は
仕
上
げ
期
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
栄
養
の
均
衡
が
と
れ
て
い

な
い
と
食
い
こ
み
が
わ
る
く
、
期
間

中
の
増
体
量
が
少
か
っ
た
り
、
増
体

当
り
飼
料
費
が
多
く
か
か
っ
た
り
し

て
、
結
局
は
肥
育
効
果
が
上
り
ま
せ

ん
。
成
牛
の
短
期
肥
育
で
あ
れ
ば
、

こ
の
時
期
に
は
、
粗
飼
料
を
体
重
の

○
・
八
％
、
濃
厚
飼
料
は
体
重
の
一

　・

八
％
位
を
一
日
給
与
量
と
し
、
濃

｝
厚
の
配
合
は
米
ぬ
か
、
大
豆
又
は
大

［
豆
粕
各
二
〇
％
、
O
、
穀
類
各
三
〇

嚢
簑
嚢
霧

一
の
で
幾
分
お
さ
え
炭
水
化
物
の
多
い

』
飼
料
配
合
と
し
て
良
質
の
脂
肪
を
肉

㎜
に
く
い
こ
ま
せ
て
い
く
べ
き
で
す
。

［
　
若
齢
肥
育
を
手
が
け
て
い
る
人
は

㎝
出
荷
ま
で
の
一
日
↓
日
が
肥
育
期
間

一
で
す
か
ら
給
与
栄
養
分
は
常
に
適
正

に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
又
現
在
の
肥
育
牛
の
出
荷
前
に
、

　
　
　
麹
遜
難

難
灘

　
灘
孫

I
i
ー
謹
F
』
…
ー
7
』
ワ
這
L
サ

鵬鑓
嚇

聯
難

駿

撫
．

鍵 次
期
導
入
牛
の
計
固
も
立
て
て
ほ
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
藤
　
　
悼
剛
難
雛

はやめたいもの
　
一
、
温
床
が
深
す

　
ぎ
て
い
な
い
で
し

　
よ
う
か

　
温
床
の
中
が
深
す
ぎ
る

と
暗
く
な
っ
て
低
温
徒
長

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す

か
ら
次
の
よ
う
に
改
蕾
し

た
い
も
の
で
す
。

　
下
図
の
よ
う
に
、
ま
き

　
　
　
床
床
で
は
高
い
方
で
三
＋
セ

　
　
　
居
ン
チ
ぐ
ら
い
に
と
護

　
　
　
雑
盤
詔
増
な
い
注
意
■

　
　
　
二
、
種
ま
き
の
注
意

　
　
　
バ
ラ
ま
き
に
す
る
と
徒
長
し
ま
す

　
　
か
ら
な
る
べ
く
条
播
に
す
る
こ
と
で

　
　
す
。
特
に
「
き
う
り
」
は
条
播
が
必

　
麟
け
す
る
と
弱
り
ま
す
か
ら
一
晩
の
浸

　
　
種
が
基
準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

　
　
　
「
な
す
」
の
芽
出
し
ま
き
は
す
で
に

　
　
発
芽
苗
で
す
の
で
床
の
温
度
は
最
高

　
　
二
十
八
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
注

灘
縦
要
で
す
o
種
子
を
あ
ま
り
長
く
水
潰

ち
薯
遷
毫
聖
噛
、
、
、
、
亀
贈
、
…
『
』
『
議
奪
ー
豪
6
6
匿
嬬
3
孟
き
奪
、
O
モ
｝
、
亀
O
鳶
異
輌
1
＆
電
蓄
l
h
唱
｝
．
』
、
唖
馳
、
糞

早
播
き
早
植
え
な

　
稲
作
を
豊
凶
の
何
れ
か
に
ひ
っ
か

き
回
す
の
が
天
気
の
「
イ
タ
ズ
ラ
」

で
し
ょ
う
。
で
は
凶
作
に
す
る
「
イ

タ
ズ
ラ
」
を
封
じ
込
め
る
手
は
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
？
。

　
こ
ん
な
一
．
ネ
ラ
イ
」
か
ら
登
場
し

た
の
が
気
象
改
艮
で
す
。
分
り
易
く

い
う
と
僅
か
で
は
あ
る
が
天
気
を
変

え
る
や
り
方
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
一
部
実
行
さ
れ
て
早
冷
害
を
防

止
し
て
い
る
早
播
早
植
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
今
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て

　
望
ま
れ
な
い

　
大
根
、
白
菜
、
キ
ァ
ベ
ッ
等
咋
年

各
地
の
災
害
の
た
め
昂
謄
し
て
、
一

本
二
十
円
以
上
の
大
根
は
普
通
と
い

っ
た
高
値
で
し
た
が
、
毎
年
こ
う
と

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
気
を
つ
け

ま
し
よ
う
。
し
か
し
野
菜
、
果
物
は

か
な
り
の
値
段
で
取
り
引
き
さ
れ
る

な
わ
し
ろ
の
準
備

の
天
候
は
、
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な

い
が
、
戦
後
十
四
年
も
続
い
て
い
た

暖
か
さ
も
昨
年
を
ビ
ー
ク
に
よ
う
や

く
終
り
、
こ
と
し
の
夏
は
久
し
ぶ
り

に
冷
た
い
夏
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う

報
道
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
雪
消
え
が
早
く
な
い
と
思
わ
れ
る

今
年
は
、
雪
消
え
と
共
に
農
作
業
や

春
切
山
、
そ
の
他
の
作
業
が
か
ら
み

合
っ
た
り
労
力
が
不
足
し
た
り
し
て

大
切
な
早
播
が
遅
れ
そ
う
で
す
。
本

田
で
は
移
植
が
遅
れ
る
と
栄
養
生
長

ま
し
た
。
労
働
者
の
フ
ト
コ
ロ
が
よ

く
な
っ
た
り
、
学
童
給
食
の
効
果
が

出
て
来
た
の
だ
そ
う
で
す
。
生
産
面

も
乳
牛
の
飼
育
頭
数
増
加
と
一
頭
当

り
の
搾
乳
量
増
加
も
あ
っ
て
、
飲
用

む
け
十
キ
毫
三
百
二
十
円
、
製
品
向

け
二
百
七
十
九
円
を
前
後
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
，
飼
料
作
物
を
研

今
年
の
農
業
生
産
物
価
格
は

ど
う
動
く
か

　
小
豆
も
値
動
き
は
少
い

　
あ
す
き
の
栽
培
面
積
は
伸
び
て
い

ま
す
が
、
い
ん
げ
ん
の
面
積
が
へ
っ

て
来
て
い
ま
す
の
で
、
変
動
は
な
い

と
見
ら
れ
ま
す
。
　
（
大
豆
や
小
笠
の

品
種
更
新
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
収
量
は
落
ち
て
来
て
い
ま
せ
ん
か

？
御
一
考
下
さ
い
）
。

　
野
菜
類
は
昨
年
の
高
値
は

そ
の
予
想
と
対
策

見
透
し
で
、
早
期
栽
培
出
荷
が
有
利

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
（
最
近
十
日
町

地
区
で
も
秋
野
菜
の
根
腐
病
が
多
発

し
て
来
ま
し
た
の
で
石
灰
や
堆
肥
の

増
施
、
深
耕
を
積
極
的
に
実
施
し
ま

し
よ
う
。

　
牛
乳
は
横
ば
い
か
　
や
》

　
上
昇

　
牛
乳
を
飲
む
階
層
が
広
が
っ
て
来

究
し
て
有
効
に
与
え
る
こ
と
が
、
モ

ウ
ケ
を
多
く
す
る
何
よ
り
も
大
切
な

こ
と
で
し
よ
う
。

　
鶏
卵
は
前
年
並
か
秋
高
に

　
魚
類
の
と
れ
齎
が
へ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
畜
産
品
で
は
鶏
卵
が
一
番
消

費
さ
れ
易
い
と
こ
ろ
か
ら
需
要
も
グ

ン
く
増
え
て
い
ま
す
が
、
昨
年
春

か
ら
共
同
飼
育
や
、
春
雛
の
増
加
が

げ
し
い
と
稲
作
が
生
理
的
に
軟
弱
に

な
り
易
く
、
更
に
早
冷
に
で
も
ぶ
つ

か
れ
ば
、
病
虫
害
や
隠
害
の
発
生
原

因
と
な
り
、
稔
実
歩
合
や
千
粒
重
の

低
下
を
き
た
し
低
位
生
産
と
な
る
で

し
ょ
う
。
早
期
に
う
す
播
き
に
し
て

育
苗
し
、
適
期
に
早
植
す
れ
ば
適
温

時
に
栄
養
生
長
を
ゆ
っ
く
り
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
病
虫
害
や
障
害
を
回

避
し
、
高
温
時
に
充
分
生
殖
生
長
を

一
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
稔
実
歩

「
期
間
が
短
か
く
、
気
象
の
変
化
が
は

あ
，
て
生
産
も
か
な
り
伸
び
そ
う
な

た
め
に
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
菓
子
用
の

需
要
が
あ
っ
て
も
、
そ
う
高
値
と
な

ら
な
い
見
透
し
で
す
。
採
算
の
と
れ

る
飼
育
法
は
、
飼
料
の
入
手
と
駄
鶏

の
処
理
に
あ
る
よ
う
で
す
の
で
下
落

す
る
要
素
も
な
い
の
で
、
安
定
経
営

に
踏
み
切
る
ぺ
き
で
し
よ
う
。

　
肉
豚
の
下
落
は
消
甕
と
生

　
産
の
バ
ラ
ン
ス
の
く
ず
れ

　
昨
年
の
暮
ま
で
は
”
こ
ん
な
に
モ

ウ
カ
ル
畜
産
は
な
い
翼
と
漁
業
会
社

が
陸
に
上
っ
て
養
豚
を
は
じ
め
、
豚

の
多
頭
飼
育
は
至
る
と
こ
ろ
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
小
売
価
格
は

下
り
ま
せ
ん
。
食
べ
る
人
が
増
え
な

い
の
は
当
り
前
、
暮
近
く
な
っ
て
ド

ッ
と
出
荷
の
影
響
が
核
分
裂
の
よ
う

に
広
が
っ
て
ボ
ー
落
と
な
り
ま
し

た
。
も
う
少
し
安
い
肉
を
食
べ
ら
れ

る
と
し
た
ら
需
要
も
ふ
え
て
価
格
も

安
定
す
る
ハ
ズ
で
す
。
畜
産
事
業
団

も
動
き
出
し
た
の
で
一
応
の
安
定
を

見
る
こ
と
で
し
よ
う
が
養
豚
は
今
年

は
慎
重
な
年
の
よ
う
で
す
。
自
給
飼

合
、
千
粒
重
の
低
下
を
き
た
す
早
冷

害
を
防
止
し
期
待
通
り
の
増
収
に
導

く
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
も
早
播
、
早
植
は

絶
対
的
に
必
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

◎
苗
代
作
り
の
労
力
と
資
材
の
準
備

　
こ
れ
か
ら
労
力
不
足
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
、
早
播
き
に
伴
な

う
諸
作
業
と
苗
代
作
り
の
労
力
調
整

や
資
材
の
準
備
を
計
画
的
に
行
な
う

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。

　
苗
代
準
備
は
早
播
き
早
植
え
を
考

え
、
多
労
作
業
に
重
点
を
お
き
、
他

作
業
と
か
ち
合
わ
な
い
よ
う
計
画
す

べ
き
で
し
ょ
う
。

意
か
大
切
で
す
。

｝
三
、
雑
居
温
床
を
や
め
た

　
　
い
も
の
で
す

　
次
の
よ
う
な
温
床
が
な
い
で
し
よ

う
か
。
も
し
あ
る
と
し
た
ら
で
き
る

だ
け
や
め
た
い
も
の
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
仮
に
「
な
す
」
、
「
ト
マ
ト
」

　
「
き
う
り
」
を
温
床
に
一
緒
に
ま
く

と
花
芽
の
分
化
や
生
態
が
異
な
り
ま

一
す
か
ら
よ
い
苗
を
作
る
こ
と
が
む
す

一
か
し
い
か
ら
で
す
。

㎜
　
ま
た
発
芽
温
度
に
も
差
が
あ
り
ま

㎜
す
か
灸
藻
の
ふ
み
こ
み
串
し

き
り
を
設
け
て
調
整
す
る
必
要
が
あ

る
わ
け
で
す
。
種
子
の
発
芽
時
は
、

　
「
ト
マ
ト
」
、
「
き
う
り
」
、
「
す

一
い
か
」
な
ど
は
二
十
五
度
～
三
十
度

［
が
よ
く
、
芽
出
し
を
し
な
い
「
な

す
」
は
三
十
度
の
高
温
の
中
で
一
日

七
、
八
時
間
ぐ
ら
い
、
二
十
度
以
下

一
に
す
る
と
発
芽
を
よ
く
す
る
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
雑
居
温
床
で
は
こ
の
よ

う
な
管
理
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。

料
の
生
産
増
大
技
術
が
養
豚
家
の
フ

ト
コ
ロ
を
あ
た
た
め
る
方
法
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
肉
牛
は
や
》
高
く
な
る
見

　
込
み

　
和
牛
の
繁
殖
は
仲
た
進
み
ま
せ
ん

耕
頼
機
に
変
っ
た
き
り
と
い
う
農
家

が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
で
す
。

需
要
は
漸
増
し
て
い
ま
す
の
で
、
前

年
よ
り
や
＼
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、

て
い
ま
す
。
　
（
十
日
町
市
の
山
地
で

は
和
牛
の
繁
殖
と
肥
育
を
中
心
と
し

た
経
営
が
将
来
も
安
定
し
た
も
の
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
．
蚕
糞
を
飼
料

と
し
て
肥
育
し
た
優
良
農
家
や
牧
草

肥
育
の
よ
い
事
例
も
生
れ
て
い
ま
す

　
蚕
糸
は
輸
出
に
期
待
さ
れ

　
る
が
繭
値
は
前
年
と
大
髪

　
な
い

　
繭
値
は
安
定
と
見
込
ま
れ
、
輸
出
』

が
増
え
る
と
共
に
上
昇
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
一
番
間
題
と
な

る
の
は
飼
育
費
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
、

す
の
で
栽
桑
技
術
と
協
業
化
の
如
何

に
左
右
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

四
、
青
苗
温
度
の
考
え
方

　
日
照
量
の
少
い
曇
天
や
雪
天
は
晴

天
よ
り
も
温
床
の
温
度
を
低
め
に
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
は
日

照
の
少
い
条
件
で
の
高
温
は
苗
の
徒

長
を
助
長
す
る
か
ら
で
す
。
地
温
は

夜
の
気
温
よ
り
二
～
四
度
高
く
、
夜

の
気
温
は
昼
の
気
温
よ
り
西
～
七
度

低
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
よ
い

苗
を
作
る
大
事
な
こ
と
に
な
り
ま
す

（例トマト育苗）温床の適温

　　温度　気温　（摂氏）　地　温
天候　　に昼皿間 1夜 間　（摂氏）

　　　　　　　　　　厭日24－27116～監713・一23

曇天日119－2中5－16116－18

雨天日i16～1811・一141藍4－16

五
、
育
苗
設
計
の
考
え
方

　
温
床
を
利
用
し
て
多
数
の
苗
を
養

成
し
た
い
の
が
人
情
で
す
が
、
密
植

す
る
と
苗
の
競
合
が
お
こ
り
徒
長
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
適
当
な
株
間
と

育
苗
期
間
¢
関
係
が
必
要
と
な
る
わ

縫羅
綴
！
　
　
大

で
葦
期
の
！
大
藁
糞
児
蘂
七
一
一
一

大
苗
奮
亙
全
級
贅
劉
＋
会

謙
雛
が
ひ
醸
る
手
ご
ろ
な
小
規
模
学
校
で

　
　
　
　
　
　
’

欝
響
穫
舎

　
　
　
　
　
　
一

充
実
し
た
保
健
教
育

井
田
小
学
校

こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
上
、
坂
道
や

危
険
な
箇
所
も
な
く
、
こ
の
点
極
め

て
恵
ま
れ
た
環
境
と
い
わ
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。

　
叉
、
地
域
の
人
女
は
何
ご
と
に
よ

ら
す
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
特

欝
璽
の
雛
雛
難
轍
藷
漿
鎌
聾

瑳
懸
礁
難
脳
難
購
講

態
で
あ
る
こ
と
か
望
ま
れ
る
款
で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
健
康
こ
そ
教
育
の
基
盤

で
あ
る
と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
に

学
校
教
育
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
る

と
と
も
に
、
教
育
活
動
全
体
の
中
に

傑
健
教
育
を
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
実
現
の
た
め
に

次
の
よ
う
な
努
力
事
項
を
定
め
て
実

践
に
努
め
て
い
る
。

◎
小
規
模
学
校
の
特
徴
を
生
か
し
て

　
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
密
に
す
る

難
　
縷
　
難
ぴ
釘
唖
卜
　
　
　
難
　
蟹
㎜
髄
漣
華
馨

灘
雛
轄
購
獄
　
　
　
　
影
　
講
灘

移
植
、
二
回
め
と
だ
ん
だ
ん
株
間
を

取
り
苗
を
強
く
育
て
る
心
が
け
が
大

切
で
す
。

（例株間．期間）育苗設計
　　　　　　1な　　すトマトきゆうリビ＿マン

　　　　　　　　　

な　　す
ビーマン
　5，000
　　5Q、
　9×3
　25
12×12
　30
15×15
　20

8814・988

319×5
　　　　10

1212×12
朽i15窪1チ

に
つ
い
て
は
年
々
修
理
改
造
を
要
す

る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
先
す
昭

和
二
十
九
年
に
便
所
の
改
築
が
行
な

わ
れ
、
そ
の
後
ミ
ル
ク
給
食
室
、
物

置
の
改
造
、
上
水
道
施
設
工
事
に
伴

な
っ
て
水
呑
場
、
足
洗
場
等
の
改
造

消
火
栓
の
新
設
が
な
さ
れ
、
校
地
に

つ
い
て
は
地
域
の
協
力
を
得
て
、
グ

　ラ
ン
ド
の
整
地
、
旧
校
舎
の
側
溝
、

観
察
池
、
児
童
遊
園
地
の
工
事
、
プ

ー
ル
の
新
設
等
、
多
く
の
整
備
が
な

さ
れ
て
、
小
規
模
な
が
ら
よ
く
ま
と

ま
っ
た
環
境
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
尚
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
旧
校

舎
の
改
築
、
グ
ラ
ン
ド
の
拡
張
等
多

く
の
問
題
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
大
き
な
こ
と
は
一
応
お
く
と
し

て
も
、
当
面
迫
ま
ら
れ
て
い
る
も
の

に
、
児
童
玄
関
の
改
築
、
完
全
給
食

施
設
等
が
あ
る
．

　
教
育
に
つ
い
て
は
、
大
井
田
の
子

供
の
実
態
や
、
地
域
の
状
況
を
充
分

考
慮
に
い
れ
て
次
の
よ
う
な
学
校
教

育
目
標
を
定
め
て
実
現
に
努
め
て
い

る
。

◎
健
康
な
身
体
で
根
気
よ
く
学
ぶ

◎
養
護
教
諭
の
い
な
い
学
校
と
し
て

　
職
員
全
体
が
健
康
教
師
と
い
う
考

　
え
で
、
学
校
保
健
全
般
に
つ
い
て

佃
」
似
－
。
鷺
b

雪
）
）
）
）
）
）

A
デ
移
日
移
日
移
日

G。（

韻
綴
騒

数
量
…
騒
…
驕
㎜
麟

本
種
粛

　
　
　
　
回
植
回
植

　
　
　
　
碧
一

苗
要
　
　
き

育
必
　
　
　
　
第
移
薦
移

　
　
ま

　
ト
マ
ト
の
苗
の
密
植
と
粗
植
と
の

馨
嘱
成
績
を
見
ま
す
と
次
の

六
、
硬
化
法
の
考
え
方

　
植
え
い
た
み
の
し
な
い
ガ
ッ
チ
リ

し
た
苗
は
紫
外
線
を
多
く
ふ
く
ん
だ

波
長
の
短
い
日
光
に
あ
て
て
低
温
ぎ

み
に
す
る
と
作
ら
れ
る
わ
け
で
す
が

こ
の
よ
う
な
苗
は
節
間
が
短
く
炭
水

化
物
の
蓄
積
も
多
く
な
り
ま
す
か
ら

定
植
の
一
週
間
前
か
ら
低
温
障
害
に

な
ら
な
い
か
ぎ
り
外
気
に
な
ら
す
管

理
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
苗
が
障
害

を
お
こ
す
気
温
の
限
界
は
次
の
よ
う

に
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
注
意
が

大
切
で
す
。

◎
地
　
域

◎
地
域
や
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
保

　
健
的
な
環
境
を
構
成
す
る
よ
う
、

　
計
画
的
に
仕
事
を
進
め
る
。

Q貧
　
　
◎

炉

帯

’

◎
明
か
る
い
言
葉
で
仲
良
く
遊
ぶ

◎
よ
い
計
圃
で
き
ま
り
よ
く
す
ご
す

　
尚
、
当
校
で
は
目
標
達
成
の
た
め

に
保
健
教
育
を
重
視
し
て
、
長
い
間

努
力
を
続
け
て
い
る
。

　
健
康
は
蛍
に
肉
体
の
み
の
健
康
で

は
な
く
、
心
身
両
面
を
指
す
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
病
気

や
虚
弱
で
な
い
ぱ
か
り
で
な
く
、
精

神
的
に
も
、
社
会
的
に
も
完
全
な
状

◎
P
・
T
・
A

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
達
成
し
て
い
く

に
は
、
地
域
の
協
力
は
絶
対
に
必
要

で
は
あ
る
が
、
前
に
も
述
べ
た
通
り

当
地
域
の
人
六
は
教
育
に
対
す
る
関

心
が
高
く
、
又
、
極
め
て
協
力
的
で

あ
る
。
と
り
わ
け
P
・
T
。
A
の
活
動

が
活
発
、
熱
心
で
あ
る
こ
と
は
誠
に

幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。

　
学
区
内
は
部
落
数
九
、
総
戸
数
三

四
八
戸
で
、
学
校
は
ほ
ぼ
中
心
に
あ

る
。
そ
の
た
め
ど
の
部
落
か
ら
も
通

学
距
離
は
一
・
五
キ
。
の
範
囲
内
で
、

全
児
童
が
十
五
分
以
内
で
通
学
す
る

硬化時の低気温の限界

低温限界

2～5度

7’｝10度

種　　類
トマト、きゆう
り、かぼちや

なす、ピーマン
すいか

◎
コ
ニ
十
七
年
度
農
業
重
点
目
標
」

『
壽
代
の
奪
P
C
P
肇

・
に
つ
い
て
の
記
事
は
次
号
に
お
知
ら

即
た
し
寄

　
当
校
の
P
・
T
・
A
は
、
総
務
、
文

化
、
保
健
、
生
活
の
四
つ
の
専
門
分

に
分
か
れ
、
各
部
は
各
部
落
、
各
学

級
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
尚
各
部
の
活
動

の
調
整
、
重
要
議
題
の
審
議
等
は
正

副
会
長
、
各
部
長
等
で
構
成
さ
れ
て

い
る
評
議
員
会
で
行
な
わ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
が
、
す
ぺ
て
活
動

は
各
部
ご
と
に
た
て
ら
れ
た
事
業
計

画
に
従
っ
て
、
部
長
を
中
心
に
し
て

自
主
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
部
ご
と
の
会
合
の
み
で
も
年

に
そ
れ
ぞ
れ
十
回
近
く
も
も
た
れ
る

状
況
で
あ
る
。

　
又
、
と
か
く
P
・
T
・
A
が
経
済
的

援
助
の
み
に
な
り
易
い
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
当
P
・
T
・
A
は
会
員
自
身

の
教
養
と
、
子
供
に
直
接
つ
な
が
る

活
動
に
重
点
を
お
く
よ
う
努
め
て
い

る
。
即
ち
両
親
学
級
や
、
講
演
会
の

開
設
、
新
聞
の
編
集
発
行
、
児
童
の

交
通
安
全
に
関
す
る
処
置
、
入
学
生

尼
童
の
肝
油
斡
旋
、
一
殴
区
民
の
険

便
、
完
全
給
食
実
現
に
向
っ
て
の
他

校
参
観
や
部
落
ご
と
座
談
会
又
は
市

へ
の
陳
情
等
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
尚
、
P
・
T
・
A
の
外
、
区
域
の
全

世
帯
か
ら
な
る
後
援
会
が
あ
り
、
年

年
経
済
的
援
助
を
受
け
て
い
る
。
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